
〈小学校生活部会〉

丁 研究主題

「生活科 で身に付 く学力 と評価」

皿 研究の概要

日常の指導において、指導 と評価の一体化 を図 りながら個 に応 じた指導を展開す ることによ り、

資質や能力をより高める必要がある。そ こで本部会では、昨年度までの生活部会の研究を踏 まえ、

次の点を中心に研究を進めていくことに した。

① 単元の目標から各単位時間の評価に至るまで一貫性をもたせた指導 と評価

② 個 に応 じた指導における教師の役割の分析

③ 学校 としての生活科全体計画の作成 と活用

皿 研 究 の 内容

1単 元の 目標か ら各単位時間の評価に至 るまで一貫性 をもたせる

生活科で身に付 ける基礎 ・基本は、学習指導要領の 目標及び内容に示 され、生活科の 目指す学力は

児童指導要録に観点別学習状況 として示 された3観 点に整理 される。

【図11
「 ■

評価の観点及びその趣旨
L」

ぐ「ウ
7▼ 「

単元の評価規準
L'

ぜ〔〕≡
「

小単元の評価規準
覧 」

響〔〉

〔 ・指導と評価の計醐 価轍:
ぜ〔=生

'「r

各単位時間の評価
L」

2個 に応 じた指導における教師の役割を明確にする

実際に単元の 「指導 と評価 の計画」を作成す

る際には、学習指導要領に示 された 目標や内

容、平成14年2月 に国が例示 した評価の観

点及びその趣 旨等を基に単元の 目標を設定 し、

児童の実態 を考慮 した具体的な学習活動を想

定す るeそ の際、【単元の評価規準1か ら工小単F

元の評価規準1、【「指導 と評価の計画」の評価

の視点1を経て[各単位時間の評価]に至 るまで、

どのよ うなカ を身に付けさせ るかを明確 にす

ることが重要である。つま り、単元の評価規

準は各単位時間の評価につながるものであ り、

一貫性をもたせ ることが必要である(図1)
。

また、評価規準を適切 に磯能 させ るた め、

評価の視点について十分に吟味する、

生活科において、教師は児童一人一人の学習状況を把握 し、その場です ぐに指導に生かす手立てや、

次時の学習活動における手立てを考える必要が ある。また、既習単元の評価や単元前の調査から児童

の実態を把握 し、それに応 じた学習活動 を想定す ることも重要である。

さらに、単元全 体を通 した「指導 と評価の計画」だけでなく、単位時間 ごとに評価の場面や方法 を計

画 し、教師の役割 を明確にすることにより、個に応 じた指導 を充実することが求められている。 この

よ うに、指導 と評価を繰 り返 し、児童の学習状況を単元の 目標 に近づけてい くための教師の役割 を検

討する。

3学 校 としての生活科全体計画を作成 し活用す る

年度 によって、また指導者によって「指導 と評価の計画」茄大きく変わることは望ましくない。地域

の特性や学校の特 色、児童の実態な どを加味 して重点 を設定 し、学校 ごとに単元の配列及び内容やね

らいを明確 にした 「生活科全体計画」を作成す ることが重要である.さ らに、それ に基づいた年間指

導計画 を活用す ることは、評価規準や評価の方 法、指導の手立てなどの蓄積 を可能に し、単元 の「指

導 と評価の計画」の改善に役立てることができることから、「生活科全体計画」の様式や活用の在 り方

等 について検討す る。
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皿 指導事例
旨導事例1

ここでは、指導と評価の計画

《単元の指導事例(第2学 年)》
・象 とした児童の評価 と指導の事例 を見開 きの構成で示 した。

1単 元 名r生 き もの と と もだ ち」(全14時 問)内 容(7)「 飼 育 ・栽 培 」

2単 元 の 目標

身近な場所 で生き物を探 し、生き物に関心をもつことができる。また 、世話 をす る活動 を通 して、

すみ かや餌を工夫 しなが ら、生き物の様子や、生き物に合った世話の仕方があることに気付 くととも

に、生 き物に親 しみ 、生命 を大切 に しよ うとす る気持ちをもつ ことができる。

3単 元 につ い て

本校 は、近 隣 に公 園や 緑 地 ・小 河 川 な どがあ り、 自然

に恵 ま れ た 地域 に あ る。児 童 は第1学 年 の公 園探 検 や 第

2学 年1学 期 の 町 探 検 で地 域 の 自然 に も触 れ た活 動 を

経 験 して い る。 しか し、そ こ に住 む 生 き物 につ い て は 、

見か け た り探 した りした 経験 は あ る もの の、自 ら捕 ま え

て世 話 を した こ との あ る児童 は少 な い。

そ こ で児 童 が地 域 の 恵 ま れ た 自然 環 境 に 愛着 を も ち、

よ り深 く生 き物 とか か わ り親 しむ こ とを願 い この 単 元

を設 定 した。

この 単元 で は 、身 近 な 生 き物 の 世話 を し、触れ 合 う活

動 を通 して 、生 き物 を大切 に して い く気 持 ちが 育っ よ う

に した い と考 え た。

5指 導 と評 価 の 計画(14時 間)教 師の支援(O● 学習の流れに関する支援 ・▽▼評価に関する支援)

時間 主な学習活動 教師の支援(O▽ 全体●▼個) 評価の視点(評 価の方法)

9月

①
生
き
物
を
さ
が
し
に
行

モ
つ

谷
)

ロ公 園 での 生 き物 探

しを計 画 す る.

・1学 期 の 町探 検 や

夏休 み の 体験 を基

に話 し合 う。

ω

▽ 町探 検 の ときの カー ド

や 生 活科 マ ップ を掲 示

す る。

▽ 夏休 み の作 品 ・「あ のね

帳 」 で 関連 す る作 品 を

紹 介 す る。

0教 室 に 、 関連 図書 を置

く。

関 ・カー ドに どん な 生 き物 を捕

ま えた い か、 どん な準 備 を

す るか をか いて い る。

(行 動観 察 ・カ ー ド)

口公 園 に 生 き物 探 検

に 行 く。

ω

▼ 生 き物 に あ ま り興 味 を

も てな い児 童 に は声 を

掛 けた り一 緒 に探 した

りす る。

関 ・公 園の 草地 や 池 で生 き物 を

探 して いる。(行 動 観 察)
・見つ けた生 き物 につ い て友

達や 先 生 に報告 して い る。

(行動観 察 ・発言)

ロ探 しに 行 く場 所 を

決 め採集 に必 要 な

もの を準備 す る。

・ 飼 育 の 準備 もす

る。(1)

▽ ど こに どん な生 き物 が

い るのか を事前 に調査

し、 必要 に 応 じて 紹介

す る。

思 ・採 集 や 飼 育 に 必 要 な 準 備 を

した り 、 カ ー ドに記 入 した

り して い る。

(行 動 観 察 ・カ ー ド)
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4-(1)単 元 の評 価 規準

単

元
の
評
価
規
準

生活 へ の関 心 ・,、欲 ・態 活動や 験についての思 ・表現 近な環境や 分への気付き

単元名 生 き もの と と もだ ち

跨艶部罪 物の世話をし髭傑翻礫芋籍雰嚇 騰 誌§餐繍 饒驚♪蛉
身近な生き物に関心をもち、 生き物が住む場所のことを考えて、

りを表現することができる。

生き物に合った世話の仕方が

4-(2)小 単 元の 評価規 準(小 単 元 の 目標)

小
単
元
の
評
価
規
準

へ の 関 心 ・ 欲 ・ 活 や につ いての心 ・ 現 近な環 や への気 寸き

小単元①:生 き も の を さ が し に 行 こ う

(身近な場所で生き物を探し、生き物に関心をもち、飼う準備をすることができる.)

魁騰錨
の
え

.

物
ま
る

き
捕
き

生

、で
て
が
『箔躍欝

近
り
身
た

。

し
る

生き物 によって住 んでい る場
三違 うことに気付いてい る。

小単元②=生 き も の と と も だ ち に な ろ う

(生き物の世話をする活動を通して、生き物に親しみ、生命を大切にしようとすることができる,)

親 しみ を もって生 き物 の世 。
を しよ うと している。

生き物に合った世話をしなが ら、
き物の様子や、自分 とのかかわ りを
することができる。

それぞれの生き物に合ったす
斗や世話の仕方があることや、き物
にも自分 と同じように生命が

あることに気付いている。

児 童 の 変 容(A児 を例 と した 見 取 りと支 援)

学級の児童の様子 A児 の活動の様子 A児 へ の評 価 仁〉)支 援 帥■)

・夏 休 み にセ ミの抜 け ・身近姓 き物として公園で見[⇒ 生き桝 ・興味がある融 な ど

が ら を 採 っ た こ と 、 た チ ョウの こ とを発 表 した。 を自分から捕まえたり世話を

トン ボ を見 た こ とを した り した こ と は な か っ た 。

発 表 した 。 ・飼 った こ とが ある生 き物 と し

・虫 な どの飼 育 を経 験 て保育園で小鳥を飼ってい ぐ■匪発言を褒めるとともに公園や

してい るの は3分 の た こ とを思 い 出 して 紹介 し 学校 の花壇 に 目を向け させ

1ほ どで あ っ た 。 た 。 た.

・チ ョ ウ な どを 見 つ け ・友 達 とチ ョ ウを見つ けて 追 い

た児 童が 多 か った。 か け て い た 。 ⇔ 生き物への関心が高まってい
・バ ッ タや カ タ ツ ム リ ・見 つ け た 生 き 物 の こ とや 、活 る 。

を捕 ま え 、飼 いた い 動 し た こ とを 教 師 に 自発 的く■ 共憾 して 話 を闘 き 、他 の 児 童

と い う思 い を も っ に 話 した 。 に も 教 え て あ げ る よ う促 し

た児 童 もいた。 た 。

・図 書館 で図 鑑 を借 り ・モ ン シ ・チ ・ウを飼 い たい と[⇒ 公 園 で 見 つ けた チ ・ウー の 関

て 生 き 物 の 捕 ま え 言 い 、図鑑 で チ ョウの飼 い 方 心 が 強 く 、チ ョ ウを飼 い た い

方 や飼 い方 を調べ を調 べ て い た。 とい う思 い を も っ て い る。

た 児 童 が い た 一 方 ぐ圏 瀦 に図鑑を見ながらチ ・ウ
で 、虫 か ごで そ のま は成 虫 と して 長 く生 き られ な

ま 飼 うつ も りの 児 い こ と を話 し た 。

竜 も い た 。
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時間

①
生

き

物
を

さ

が

し

に
行

こ
う

(
5
)

②

生

き
物

と

と
も

だ

ち

に
な

ろ
う

(
9
)

本
時

主な学習活動

口公 園 に行 き、 生 き

物 を捕 ま え る。

・池 、 草地 、花壇 の

周 りな どを探 す。
・用 意 してお い たす

み か に入 れ る。

(2)

口採 集 した 生 き物 の

世 話 をす る。

・す み か を作 る 、餌

をや るな ど して世

話 をす る。
・自分 の飼 う生 き物

の特 徴 を捉 え て名

前 を付 け る。
・世話 を して気 付 い

た こ とを ミニ カー

ドにか く。

・世話 を して い る生

き物 につ い て 、人

に聞 いた り本 で調

べた りす る。

(1)+常 時活 動

ロ 自分 の 生 き物 を友

達 に 紹介 す る。
・名 前 の 由来 や 世話

の仕 方 、気 付 い た

こ とにつ いて 自慢

し合 う。

(1)

教師の支援(0▽ 全体●▼個}

▼ 生 き物 を見 っけ た児 童

に は うれ しさに共感 し

生 き物 の住 んで い た場

所 を よ く見 てお く よ う

に 声 を掛 けた り友達 に

紹介 した りす る。

■生 き物 を見 つ けて も う

ま く捕 ま え られ な い児

童 、苦 手意 識 を もつ 児

童 には一 緒 に探 した り

捕 ま えた りす る。

0日 常 的 に世 話の 時 間 を

確 保 す る.

▽児 童 の つぶ や きを拾 い

褒 めた り共 感 した り友

達 に紹 介 した りす る。

0朝 の会 の発 表 を促す 。

▼気 付 きを褒 め 、友達 に

教 えて あ げ るよ う助 言

す る。

●思 うよ うに世話 で きな

い児 童 に は声 を掛 け た

り一緒 に活 動 した りす

る。

▽ 児童 力三読 み やす い 関連

書籍 を 教室 に置 く。

綱

O絵 や 言 葉 だ け で な く動

作化 した り模 型 化 した

り して 紹 介す る方 法 も

あ るこ とを示す 。

● 楽 しく活 動 してい る気

持 ちに共感 す る。

▼ 生 き物 の 特徴 を生 か し

た名 前 を褒 め る。

▼ 思 うよ うに表 現 で き な

い児 童 に は 、名 前 の 由

来や 捕 ま え た時 の 様 子

な ど を 尋 ね て 引 き 出

す 。

評価の視点(評 価の方法)

気 ・自分 が飼 お うと決 め た生 き

物 が住 ん で い る場所 を予 想

しなが ら探 してい る。

(行動観 察 ・つぶ や き)
・捕 ま えた生 き物 の 住ん でい

る場所 につ い て情 報交 換 し

てい る。(行 動観 察)
・うま く捕 ま え られ な い友 達

に こつ を教 え た り手伝 っ た

り して い る。(行 動観 察)

関 ・す み か を掃 除 した り、餌 を

や っ た りして い る.

(行 動観 察)

・関連 す る本 を 探 して 読 ん で

い る。(行 動 観 察 ・カー ド)

・生 き物 の特 徴 を捉 えて名 前

を付 けて い る。

(行動 観 察 ・つぶや き ・カー ド)

思 ・自分 の生 き物 を友 達 に紹 介

して い る。(行 動 観 察)

・名 前 の由 来 を教 え てい る。

(行 動観 察)

・生 き物 の様 子 を動 作化 した

り、友 達 に 見せ た り、触 ら

せ た り して説 明 して い る。

(行動 観 察)

・触 った り手 に のせ た り しな

が ら説 明 して い る。

(行動 観 察)
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学級の児童の様子

・ザ リガ ニ を捕 ま える

の が 上手 な児童 が 、

他 の 児 童 に コ ツ を

教 えた り、手伝 った

り して いた。

・休 み 時 間 も校 地内 で

餌 を集 めた り、新 し

い 虫 を 探 し た り し

て い る児 童 が いた。

・自分 か ら生 き物 に名

前 を付 け始 め た児 童

が い た。

・とな りの学 級 の生 き

物 を見 た り、見 せ に

行 った りす る児 童 が

いた。

A児 の活動 の様子 A児 への評価 ◎ 支援 ㈲

・チ ョ ウを捕 ま えたが 、長 くは

生 き られ な い こ と を 思 い 出

して逃 が した,

・バ ッタか コオ ロギを採 ろ うと

した が捕 ま え られ な か っ た。
・教 師 が捕 ま えた コオ ロ ギ を友

達 と一 緒 に飼 うこ とに した。

生 き 物 の 立 場 に な っ て 考 え て

い る。

き物 が どこ に い る の か が 分

か らず 、飼 う意 欲 が低 下 して

い る。

・コ オ ロ ギ の 種 類 を 図 鑑 で 調

べ 、 飼 い 方 を 確 か め て い た。

・餌 や り、掃 除 を す す ん で や っ

た 。

・グ ル ー プ の 友 達 と協 力 し て活

動 して い た 。

・自分 の 飼 っ て い る コ オ ロ ギ の

様 子 を よ く 見 て い た 。

・ミニ カ ー ドに気 付 い た こ と を

書 い て 発 表 した 。

くカー ドの記述)

今 日コオ ロギが りん ごばっが

り食 べて い るか らりん ごが好 き

なの か もしれ ない,

今 日はコオ ロギが

10cmく らい とんだよ。

休 み 時間 に学 校 の花 壇 で 一 緒

に 探 して捕 ま えた。

コオ ロギ を飼 い た い 気 持 ち が

高 ま って い る。

図 鑑 の使 い方 を助 言 した

生 き物 の世 話 に意 欲 的 に 取 り

組 ん で い る。

活 動 を見守 った 。

飼 う活 動 を 通 して気 付 い た こ

とや思 った こ とが あ る。

ミニ カー ドに 書 い て 友 達 に も

教 えて あ げ よ うと声 を掛 けた。

A児 の学習活動の状況 一 一一一一 一一一一一一一一一 レ ム腿 遥

生 き物への愛着を もち、進 んで世 話を して

い るが、直接触 るには至 って いない。多 く

の気付 きが あ り表 現 していたが、自分の気

付 きをよさと して 自覚 していない。

これまでの活動の様子や気付きを友達に伝える

ことでそのことを自覚できるようになり、生き

物への愛着が更に増すだろうと考えた。そ こで

生き物の様子を尋ねて引き出す支援を考えた。

・あ らか じめ メモ して

お い た 内 容 を 紹 介

した児 童 もいれ ば 、

自 分 の 生 き 物 に 触

ら せ て 扱 い 方 を 説

明 す る児 童 もいた。

・他 の児 童 の 生 き物 に

興 味 を も つ 児 童 も

い た。

・説 明 を しな が ら、新

た な 気 付 き を し て

い る児 童 が い た。

・メモ を見 なが ら名 前 の 由来や

好 き な食 べ物 を紹介 した。

・大 き さや 羽 の 特徴 に つ い て更

に詳 し く説 明 した。

・他 の 児童 が生 き物 に触 っ てい

る こ とに興 味 を もち、 自分 も

触 ってみ た。

た

好

,

つ
ら

だ

た

い

み

嫌

て

が

つ
】

舳
踏
期

今

な

学

ど

こ

ー

け

き

【

す す んで発 表 して い る。

メ モ に と らわ れ 自分 の 実 感 を

伝 え きれ て い な い 。 ま た 、 直

接 触 れ た り友 達 に 見 せ た り し

てい ない。

虫 に つ いて 質 問 し、飼 育 箱 に

目を 向け させ る よ うに した。

これ ま での 生 き物 との か か わ

りを 思 い 出 し、伝 え る こ とが

で き た。

生 き物 へ の愛 着 が深 ま った 。

生 き物 へ の 思 い に共 感 し、発

言 を褒 め た。
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時間 主な学習活動 教師の支援(O▽ 全体●▼個1 評価の視点(評 価の方法)

②
生 口世話を続ける ▼世話を忘れがちな児童 気 ・適 した 餌や 持 ち方 、生 き物

き ・す み か の 掃 除 や 餌 には 、生 き物 に っ い て に合 っ た世 話 の仕 方 を して
物
と

や りを 続 け る 。

・気 付 い た こ と を ミ

話 し、世 話 をす る よ う

に声 を掛 け る。

い る。(行 動 観 察)
嘔

・生 き 物 を か わ い が り、 生 命

と ニ カ ー ドに か く。 の大 切 さや 、 生 き物 の い と

も (4) お し さをカ ー ドにか い てい
だ
ち

る 、(カ ー ド)

に

な 口 生 き物 の 世話 を し O同 じ生 き物 を飼 って い 思 ・カー ドを整 理 して生 き物 の

う て きた こ とを振 り た児 童 同士 で相 談 して 様 子 を ま とめ て い る。
,

返 る 。 ヵ一 ドを整理 す る よ う (行 動 観 察 ・発 言 ・カ ー ド)

谷 ・カ ー ドを 整 理 す る。 働 き か け る。
) ・世話 を して楽 しか ▽ カー ドを時 系列や 内 容

った こ とや 気 付 い ご とに並 べ るよ う例 示

た こ とを友 達 に伝 す る.

え る 。 ▼友 達 に特 に 知 らせ た い

こ とは何 か尋 ね 、ま と

め の ヒ ン トにす る。

▽ 生 き物 を飼 った楽 しさ

を表 現 で きてい る児 童

(3) を 褒 め る 。
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学級の児童の様子 A児 の活動の様子 A児 への評価(ゆ 支援(ぐ ⇒

・世 話 をす る時 間 を楽 ・虫 を 持 つ と き 、 そ づ と触 る よ亡⇒ 生き物の立場で接している。
しみ に して い た。

・花 壇 で バ ッ タや コオ

うに して い た 。

ll_ど う して そ うい う持 ち 方 を し
ロ ギを捕 ま え、更 に て い るか を 聞 い て 、 自分 が 生

虫 を増 やす児 童が き物 に 思 いや りを 持 って 接 し

い た 。 て い る こ とを 自覚 させ た 。

・作 文 、絵 、生 き 物 へ
・こ れ ま で に 書 い た ミ ニ カ ー ド[

⇒ 世話 をして楽 しかったことや
の 手紙 、図鑑 な ど思 を読 み 返 して いた。 気 付 い た こ とを振 り返 っ て い

い 思 い の 方 法 で 表 る 。

現 して い た。
・友 達 と生 き物 の様子 を話 しな⊂

⇒ 生き物へ曜 着が更に灘 っ
が らて い ね い に世 話 を して て い る。

い た.ぐ ■ 生 き物 の様 子 を 尋 ね 、 気 付 い

た こ とや 、 よ く見 な が ら世 話

・自分 と生 き物 とが並ん で い るE
を して きた こ とを褒 めた 。

⇒ 生き伽 体の様子を撒 てい
絵 をか い た。 る。 生 き物 を大 き く描 い て 自

分 の 思 い を表 現 して い る。

生活 科 にお い て は、児童 の 実 態 に即 した柔軟 な 指導 が 行 え る よ うに 、学年 の 目標 や 内容 が

2学 年 ま とめ て示 され てい る。 したが っ て各 学校 で 、生活 科 全体 計 画 を作成 し、 自校 の特 色

を 生 か した生 活科 の学 習 を実践 す る必要 が ある。

_剴 遡教育
目標や特色ある教育活動 、児動の実態、地域の環境など、各学校の特色を明 らか

にすることによって、その学校に適 した生活科の指導を進めていくことが可能になる。

/
学 年の 目標 ・内 容

2学 年 ま とめて 示 され た 目標

や 内 容 を学校 の特 色 な どに応 じ

て各 学年 に配 分す る。 生 活科 の

内容(1)～ 〔8)を2学 年 に

ど う位 置 付 けるか で 、内 容 の重

点 化 を図 る こ とが で き る。

2学 年 の 単 元 配 列

基 本 的 に1単 元1内 容 で 構 成 す る/ よ うにす れ ば 、 学習 の ね らい を よ り

明確 にす るこ とがで き る.児 童 に確

か な力 を身 に 付 け させ て い くた め に

は 、各 内容 の 配 列 を工 夫 し、2年 間

を通 して 、 ゆ と りあ る学 習 を展 開で

き る よ うにす るこ と も大切 で あ る。

評価の積み重ねによって、学習指導が改善 さ

れても、学年担任が交代するたび、生活科の単

元やそ のね らいが異な っていたのでは効果的

な学習指導を展開す ることは難 しい。生活科の

(1)～(8)の 内容 を踏まえた学習 を展開

す るとき、ねらいや評価規準 を明確 にす る必要

がある。そこで、各学校 に適 した生活科全体計

画を作成する ことが大切 となる。

生活科全体計画を作成 し、活用することによ

って、評価規準や評価の方法、指導の手立てな

どを蓄積す ることができ、それ らを単元の 「指

導と評価 の計画」に更に生かす ことがで きる。

なお、全体計画には、「評価 の 観 点や 趣 旨」

「他 教科 との関 連1等 も盛 り込み 、地 域 の

環 境 や児 童 の実 態等 に応 じ、創 意 工夫 を 生

か した 教 育 活 動 が 展 開 で き る よ うに す る

こ とが大 切 であ る。
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1指導事例21《1単 位時間の指導事例(第1学 年))

ここでは、1単 位時間にお ける展開例を、教師の支援を中心に示 した。誌面の都合か ら、単元及

び小単元の評価規準 、指導 と評価の計画などは省略 した。

★単元の概要★ 、,、

単元名rみ んなだいす き」(全12時 間)内 容(2)「 家庭と生活」 、.

単元の 目標

家庭での生活に関心をもち、自分の役割 を果たそ うとするとともに、規則正 しく生活 しようとす

る。 また家庭生活は家族に よって支え られていることに気付 くとともに、家族一人一人の よさや家

庭 で役立つ喜びに気付 く。

小単元の目標1第1小 単元 わた しの しごと(7時 間)1

家庭生活を支え合っている家族 につ いて考え、自分のできることに気付き、家族のために役立つ

ことを しようとす る。

1第2小 単元 かぞくとわた し(5時 間)1

家族の一員 として自分の役割を見付け、自信をもって生活 した り、家族のよさや温か さに気付い

た りする。

楽 指導に当たっては、児童一人一人の家庭の環境が異なるので、その実態に配慮しながら、

㌧ 保護者に対して学習内容や活動の様子を知らせ、理解と協力を呼びかけた。

1本 時のね らい(9/12)

自分が1週 間チャレンジ してみた仕事 について、仕方や感 じたことを友達や保護者に分か りやす く

伝 え、今後 も継続 しようとする気持 ちをもつ.

2展 開 教師の支援(O● 学習の流れ に関す る支援 ・ ▽▼評価 に基づ く支援)

予想される児童の活動 教師 の支援(○ ▽全体 ●▽個)

●発表会に参加 して くれる保護者に、本時の授

業の展 開の仕方やそれぞれ の児童が どんな

仕事について発表す るのか個別に連絡す る。

O学 習意欲を高めるために、あらか じめ、誰の

発表を聞きたいのかを決めて計画す る。

① 「仕事 にチャレンジ」発表会 をしよ う5分

口今 日のめあてを確認

す る。

・発表 の仕方や聞 き方

の確認 をする。

0今 目の めあてをカー ドに書いて提示 し活動

の 目的をはっき りさせる。

Oだ れ がどの ように仕事を していたのか、仕事

のこっが分かった、友達のよさに気付いたな

ど視点を決め発表会 を聞 くようす る。

●前もって、発表に必要なものを準備 し、安心

して発表できるよ うにする,

▼前時の評価 から、発表に不安をもっている児

童 には、意欲 が高まるように発表前に励ま し

の言葉 をかける。

● 自ら行動す ることに不安 を もつ児童 のため

に、あ らか じめ活動の揚所や時間、安全面の

約束 を掲示す る。

O友 達や保護者 との温かいかかわ りを重視 し

たいので、友達や保護者のア ドバイスや感想

を参考にするように促す.参 加す る保護者を

紹介す る。

評 価

・発表 の準備の確 認 を

す る。

ロ発 表 す るグル ー プ

と聞 くグル ー プ を

交 替 で行 う。

発表する児童と見守る保護者
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② 発 表 グルー プA聞 くグルー プBに 分か れ る。30分

途中15分 で 話 し手と聞き手が交代する。

口1週 間チ ャ レンジし

てきた仕事について

仕 方 や 工 夫 した こ

と、がんばってみた

こと、心に残 った こ

とを友 達や保護者 に

分 か りや す く伝 え

る。

・グループ ごとに発表

し、関心の深い仕事

に つ い て 発 表 を 聞

く。

・分 か らないことは質

問 を し、意見交換 を

する。

▼児童 一人 一人 にどんな働 きかけを して欲 し

いか、保護者にメモを見せ 、児童の よさを引

き出 していただくよ うにす る.

〈メモの記入例〉

〔乱児の場合)

しっか り発 表できるよ うに発表前に励

ま しの言葉をかける。

(B児 の場合)

米 とぎの大変 さを引き出 し、頑張ってい

ることを褒める。

(C児 の場合)

どんな ことに気 を付 けて仕事 をしたの

か確認す る。

●友達の発表に関心 を示 さず発表を聞 こうと

しない児童や どうした らよいか迷 ってい る

児童 には、発表がす ぐに聞ける所を一緒に見

つける。

● 自信がなく、声が小 さくなる児童 には、相手

に分か りやす く発表す るよ うに励 ましの言

葉 をかける。

▼保護者には、それぞれの発表場所で児童のよ

さをメモに書いて児童一人一人 に渡 してい

ただく。なるべ く全員がもらえるように配慮

す る。

このメモを手がか りの一っ として、児童

の学習状況を評価す る。

○チ ャレンジカー ドに書かれてい る保護者 の

一言を読み、それぞれが頑張ってきた ことや

家族 の喜びを紹介す る。

③ 意見を交換する。10分

口意見交換 をす る。 ▼児童が発表会において発揮 した よさを取 り

上げ、自信にっなげる.

▽これか らも続 けたい とい う気持 ち茄もて る

ように、発表会で のよかった ことを話 し、意

欲 を高める。

　 　 　 　 　 つ 　 　 　 　 　　

.小 単元の評価規準.

..

.話 動や隣翻こついての.

:騎.翻 ・
　

O家 族 に役 立つ こ ●
　

oと を 考 え 、仕 事 の ●
● 仕 方や 、仕 事 をす:
・ る こ との 大切 さを ●
・ 表 現 す る こ とが で ●

:き る 。 ・
　

o..●.o...・ ・.

本 時 の視 点(方 法)

・友 達 の 前 で 自分 の仕 事

につ い て 、具 体 物 を用

い て仕 方 を説 明 して い

る。

(行動観 察

・保 護 者の メモ)

く洗濯物たたみの例)

・洗濯物を実際にたたんで

見せている.

・たたんだものを分類 して

置いている,

・質 問 され た こ とに答 え

てい る。

(発言 ・保護者 の メ モ〕

・仕事 の仕方に加 えて感

じた こ と を話 して い

る。

(発言 ・保護者のメモ)

自己評価カードに記入する児童
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V研 究 の ま とめ

1「 指導 と評価の計画」の工夫 ・改善と活用

単元の評価規準か ら各単位時聞の評価 に至るまで一貫性 をもたせ ることにより、各単位時間におい

て、単元で身に付ける基礎 ・基本 を意識 しなが ら指導 と評価を行 うことができる。

「活動や体験についての思考 ・表現」では

1単元 の 評 価 規 準1

17時 間目の評価の視点1

2個 に応 じた指導における教師の役割の明確化

(1)児 童の学習状況 を的確 に把握する

「指導と評価の計画」に各単位時間における評価の場面 と方法を明確に位置付けることによ り、

児童の学習状況 を把握 しやす くす ることができる。行動観察や発言の分析などの方法に加 え、教師

か ら働 きかけた り問いかけた りす るなど、複数の評価方法 を組み合わせることで、児童の学習状況

をよ り的確 に把握 できることが分かった。また、休み時間の会話の内容、保護者 からの情報など、

授業以外の場面での学習 にかかわる内容も、児童の学習状況を把握 し、個 に応 じた指導をする上で

有効 な情報である。

A児 のカー ドには、r今 日コオロギポ リンゴばっかり食べているから、リンゴが好きなのかもしれないe」 と

い うような気付きが多数書かれていた力監、実際に世話をする様子を観察 したり問いかけたりすると、直接触る

のを怖がっていることが分かった.カ ー ドと行動観察による評価を組み合わせ ることにより、関心はあるが、

生き物 とかかわりをもつことができていないとい うA児 の実際の学習状況を把握することができた。

学習前に、卑庭での手伝いの状況を調査 し実態を把握した上で、児童への支援の計画を立てた。家庭での取

組み については連絡帳を活用 しながら把握 した。また、グループ活動などすべての児童の活動を把握できない

場面では、授業に参画 していただいた保護者に、見いだした児童のよさを付箋紙に書いて渡すよう依頼した。

これ らの情報は、一人一人に応 じた指導を考える上で有効であった。

(2)児 童の活動を予測 しなが ら適切な指導をす る

生活科においては、同時に多様な学習活動が展開 されることも多 く、児童の学習状況 を一律に評

価 していくことは難 しい。そのため、活動か らどの ような気付 きが生まれ るのか、どのような興味 ・

関心 力{表出されるのかな どをあらか じめ予想 し、評価 の視点 として設定す るとともに、それに応 じ

た指導の手立てを用意 しておくことが重要である。

特 に、「身近な環境や 自分への気付き」は十分に自覚 されていないことが多い ことか ら、教師が

児童の活動や反応 を予測 し、気付きを価値付けるな ど適切 に指導す ることにより、無自覚 な気付き

を自覚 させ ることができることが明 らかになった。

A児 は自分の飼っている虫について多 くの気付きがあり、カー ドにも表現 しているが、自分 と虫とのかかわ

りを深めていることには気付いていないため、友達に紹介する場面では簡単なメモの発表に終わること拶予想

された。そこで、教師が閉き役にな り、A児 から積極的に話を聞き出した り、気付いたことを褒めた りして、

気付 きを自覚させ るように支援 した。すると、A児 はそれまでの気付きや実感 したことを自分の言葉で表現す

るようになった。
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